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LFGFND
３台のストラトスが公道に放たれた。
わくわくしながら、まず乗り込んだのはロードバージョン。
コックピットに充満するエンジン音と熱。そして、岩のように重いステアリングホイール。
それはストラトスがスポーツカーである前に、
レースマシンだという事実を思い知らせるものだった。
それにしても、ストラトス・ロードバージョンのじゃじゃ馬ぶりは尋常ではなかった。
コーナリングはいうまでもなく、制動時にも、
ドライバーにはナイフエッジの集中力が続き要求される。
まずは、戦操のストラトス･ロードバージョン･インプレをお届けしよう。
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ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の
完
成
度
を
乃

放
棄
し
た
ス
ト
ラ
ト
ス

》

同じランチアのラリー→、シンといっ

て
も
、
デ
ル
タ
と
ス
ト
ラ
ト
ス
の
雄
大
の
述

７

い
は
そ
の
素
性
、
生
ま
れ
に
あ
る
。
デ
ル
タ
．
”１

イ
ン
テ
グ
ラ
ー
レ
が
あ
く
ま
で
市
販
叩
か
・
ら
錘Ｄ

の
「
改
造
中
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
ス
ト
ラ

ト
ス
は
生
ま
れ
つ
い
て
の
ラ
リ
ー
→
、
シ
ン
、

Ｗ
Ｒ
Ｃ
を
勝
っ
た
め
こ
の
ｌ
に
生
を
受
け
た

のてある。

１
９
７
１
年
に
発
表
き
れ
た
ス
ト
ラ
ト
ス
・

ゼ
ロ
を
ベ
ー
ス
と
し
た
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
に
手今１’ザ

を
加
え
、
８
５
０
０
万
リ
ラ
（
約
６
５
０
７

川
）
の
仙
札
の
付
い
た
ロ
ー
ド
バ
ー
ジ
ョ
ン
が

Ⅱ
に
出
た
の
が
刺
年
初
弧
。
Ｗ
Ｒ
Ｃ
参
戦
の

た
め
の
ホ
モ
ロ
ゲ
ー
・
ン
ヨ
ン
（
型
式
爪
泌
）
を

収
御
し
た
の
は
同
じ
年
の
蛆
月
で
あ
る
。
》
小

偲
に
必
要
な
５
０
０
台
を
半
年
余
り
で
製
迪

し
た
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
こ
は
イ
タ
リ

ア
ン
・
ア
フ
ェ
ア
。
５
０
０
台
分
の
淡
材
を
揃

え
た
だ
け
で
承
認
に
こ
ぎ
称
け
た
の
は
、
ラ

ン
チ
ア
・
ラ
リ
ー
チ
ー
ム
の
チ
ェ
ザ
ー
レ
・
フ

ィ
オ
リ
オ
の
「
顔
」
だ
っ
た
に
述
い
な
い
。

呪
に
試
乗
し
た
グ
リ
ー
ン
・
ス
ト
ラ
ト
ス
の
製

造
は
１
９
７
９
年
。
マ
ヘ
ト
ラ
ト
ス
が
Ｗ
Ｒ
Ｃ

か
ら
撤
退
し
た
後
な
の
だ
か
・
し
、
Ⅲ
い
た
Ⅱ

が
ふ
さ
が
ら
な
い
。

き
て
、
試
乗
で
あ
る
。
ま
ず
、
ラ
リ
ー
→
、

シ
ン
あ
り
き
の
ス
ト
ラ
ト
ス
に
は
笈
協
も
Ⅱ

え
も
な
い
。
狭
い
コ
ク
ピ
ッ
ト
に
は
エ
ン
ジ

ン
背
と
熱
が
允
洲
し
、
エ
ア
コ
ン
や
パ
ワ
ー

ス
テ
ア
リ
ン
グ
が
あ
る
わ
け
も
な
い
。
ロ
ー

ド
バ
ー
ジ
ョ
ン
て
す
・
も
、
Ｗ
Ｒ
Ｃ
の
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
カ
ー
に
乗
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
州

り
と
誇
り
を
別
に
す
れ
ば
、
操
縦
性
は
フ
ァ

ン
・
ト
ゥ
・
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
と
い
え
る
も
の
て

は
な
い
。
絶
え
間
な
い
喋
雌
と
苫
州
を
仙
い

ら
れ
る
ス
ト
ラ
ト
ス
の
ド
ラ
ィ
ビ
ン
グ
ー

そ
れ
に
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
以
上
耐
え
ら
れ
る
の
は
、

川にいう変態→、．ゾヒストだけだろう。

２
１
８
０
ｍ
の
超
シ
ョ
ー
ト
・
ホ
ィ
ー
ル
ベ

ー
ス
が
も
た
ら
す
プ
ァ
な
而
進
安
定
州
は
、

ま
さ
に
冷
汗
三
斗
も
の
。
ム
ナ
ー
リ
な
ら
ぬ

私
に
は
、
ス
ト
ラ
ト
ス
を
典
っ
汕
ぐ
走
ら
せ

る
だ
け
で
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
る
ほ
ど
だ
。
好
火

の
ア
ウ
ト
ス
ト
ラ
ー
ダ
で
さ
え
、
私
の
腕
て

は
１
５
０
Ｍ
川
を
越
す
こ
と
は
危
険
き
わ
ま

り
な
い
。
ま
し
て
、
グ
ラ
ベ
ル
や
ウ
エ
ッ
ト

路
、
だ
っ
た
ら
・
・
…
私
に
と
っ
て
必
ぇ
た
く
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鰯 も
な
い
状
況
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は
硫
漠

だ
。
仙
仙
も
命
懸
け
。
ハ
ー
ド
ブ
レ
ー
キ
ン

グ
な
ど
し
よ
う
も
の
な
ら
、
リ
ヤ
が
ど
の
方

側
へ
、
ど
れ
だ
け
ス
ラ
イ
ド
す
る
か
は
ク
ル

→
、
の
み
ぞ
知
る
、
と
い
っ
た
典
合
だ
。
ラ
イ

ン
か
ら
は
み
出
そ
う
と
す
る
ス
ト
ラ
ト
ス
を

満
め
打
め
、
恢
飯
に
時
間
と
眺
眺
を
か
け
て

減
速
す
る
以
外
に
方
法
は
な
い
。
他
に
や
り

方
が
な
い
の
だ
か
ら
、
的
叩
と
い
え
ば
棚
恥

なのだが…・・・。

「
プ
ア
な
操
縦
姓
の
陳
凹
の
ひ
と
つ
は
、
サ

ス
ペ
ン
、
ン
ヨ
ン
と
フ
レ
ー
ム
の
ジ
ョ
イ
ン
ト

に
あ
る
。
フ
ィ
ア
ッ
ト
の
乗
川
叩
と
Ｍ
じ
サ

イ
レ
ン
ト
・
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
て
い
る
お
か
げ

で
、
ま
る
で
剛
性
が
出
て
い
な
い
ん
だ
」
と

マ
リ
オ
リ
は
証
言
す
る
。
不
安
定
な
染
仙
の

陳
因
は
、
サ
ス
ペ
ン
、
ン
ヨ
ン
が
弛
人
な
Ｖ
６

ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
の
ト
ル
ク
を
正
硴
に
略
而
に

伝
え
切
れ
て
い
な
い
点
に
あ
る
の
だ
。

さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
、
ロ
ー
ド
バ
ー
ジ
ョ

ン
の
ス
ト
ラ
ト
ス
は
前
後
に
同
じ
サ
イ
ズ
の

タ
イ
ヤ
が
装
軒
き
れ
て
い
た
。
ほ
ぼ
Ⅲ
時
期

に
発
表
さ
れ
た
ポ
ル
シ
エ
９
１
１
が
、
前
後

異
サ
イ
ズ
の
Ｐ
７
を
装
杵
し
て
い
た
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
ラ
ン
チ
ァ
が
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
と

し
て
ス
ト
ラ
ト
ス
を
熟
成
し
よ
う
と
い
２
氷

迫に欠けていたこＩＣは否めない。

ス
ト
ラ
ト
ス
が
市
販
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
と
し

て
冊
発
き
れ
て
い
た
な
ら
、
お
そ
ら
く
５
０

０
０
台
を
上
回
る
大
ヒ
ッ
ト
に
な
っ
た
に
迷

い
な
い
。
し
か
し
、
ラ
ン
チ
ァ
の
目
標
は
あ

く
ま
で
Ｗ
Ｒ
Ｃ
ベ
ー
ス
耶
両
の
川
発
に
あ
っ

た
。
５
０
０
台
は
承
縄
を
取
る
た
め
の
典
数

合
わ
せ
な
の
だ
。
そ
の
瓶
味
で
ロ
ー
ド
バ
ー

ジ
ョ
ン
は
悲
劇
的
な
ク
ル
マ
で
あ
っ
た
。

〆
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’１

ー
『

Ｖ
６
の
砲
峰
い
ま
だ
止
ま
ず
。

戦
う
マ
シ
ン
の
本
領
発
揮
。

ワークス・ストラトスの撤退後も（と

い
っ
て
も
、
フ
ィ
ア
ッ
ト
首
脳
の
販
売
峨
略

に
よ
っ
て
マ
シ
ン
が
１
３
１
ア
バ
ル
ト
に
枠

えられてしまったのだが）、ＥＲＣに参

収し統けたシャルド外・ストラトス・帥

年に叩侮降引退後、ランチァ・ワークスチ

ームの監粁Ｃ・フィオリオに引き取られ、

幾多の変転を経てアバンデーロ・コレクｅｔⅡ
Ｊ

シ
ョ
ン
に
納
ま
っ
た
『
、
シ
ン
が
、
い
ま
目
＃

にある。
ロ
ー
ド
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
鞍
べ
て
、
嘘
の
よ

〆３ や
、

▲

F = W

う
に
軽
い
ド
ア
は
、
そ
の
素
材
が
カ
ー
ボ
ン
・

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
ス
パ
ル
タ
ン
と
い
う
表
現
が
ぴ
っ
た
り

の
室
内
は
、
メ
ー
タ
ー
類
や
剥
き
出
し
の
ヒ

ュ
ー
ズ
が
並
び
、
ク
ル
→
、
と
い
う
よ
り
収
州

機
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
近
い
印
象
だ
。

エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
。
キ
ャ
タ
ラ
イ
ザ
ー

な
し
の
排
気
系
か
ら
噛
出
す
る
糊
音
。
あ
た

り
に
濃
い
生
ガ
ス
の
典
い
と
薄
紫
色
の
排
ガ

ス
が
光
油
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
、
こ
の
フ
レ

ン
チ
プ
ル
ー
・
ス
ト
ラ
ト
ス
が
、
と
て
つ
も
な

い
パ
ワ
ー
を
秘
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
ろ
う

と
い
う
も
の
だ
。
刺
年
に
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

狸
得
し
た
ラ
ン
チ
ア
・
フ
ル
ピ
ァ
が
１
．
６
４

か
ら
１
５
８
藤
／
７
２
０
０
ｒ
ｐ
ｍ
を
絞
り

出
し
て
い
た
の
に
対
し
、
２
．
４
４
の
フ
ェ
ラ

ー
リ
Ｖ
６
エ
ン
ジ
ン
は
２
８
０
隈
を
発
生
さ

せるのである。

シ
ャ
ル
ド
ネ
・
ス
ト
ラ
ト
ス
は
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
・
ラ
リ
ー
川
に
グ
ラ
ベ
ル
路
面
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
岩
の
よ
う
に
亜
い
ク

ラ
ッ
チ
を
宕
め
な
が
ら
発
進
。
ス
タ
ー
ト
時

こ
そ
振
動
が
激
し
い
が
、
ほ
ん
の
数
秒
で
速

度
が
乗
っ
て
く
る
と
、
思
い
も
か
け
な
い
フ

ラ
ッ
ト
・
ラ
イ
ド
ヘ
と
変
身
す
る
。
剛
性
を
保

ち
な
が
ら
粘
硴
そ
の
も
の
の
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ

ン
・
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
。
ス
タ
ピ
リ
テ
ィ
も
ハ
ン

ド
リ
ン
グ
も
ロ
ー
ド
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
は
雲
泥

の
差
だ
。
む
ず
か
し
い
は
ず
の
コ
ー
ナ
リ
ン

グ
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
の
ま
ま
。

ラ
リ
ー
選
手
権
用
に
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ

た
エ
ン
ジ
ン
は
、
５
０
０
０
ｒ
ｐ
ｍ
以
下
の

ト
ル
ク
は
無
に
等
し
い
。
有
効
ト
ル
ク
バ
ン

ド
は
６
５
０
０
～
８
５
０
０
ｒ
ｐ
ｍ
の
間
に

限
ら
れ
る
か
ら
、
レ
バ
ー
か
ら
手
を
離
す
暇

も
な
い
ほ
ど
狐
繁
な
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
が
要

求される。

「
ス
ト
ラ
ト
ス
の
素
咄
ら
し
さ
が
分
か
っ
た

か
い
。
で
も
、
助
手
脈
の
僕
も
淵
の
ド
ラ
イ

震蕊蕊
獣溌索

ビ
ン
グ
に
貢
献
し
て
い
る
ん
だ
よ
」
と
オ
ー

ナ
ー
の
ア
バ
ン
デ
ー
ロ
氏
。

「
ふ
た
り
乗
っ
て
、
は
じ
め
て
正
硴
な
砿
心

位
粧
が
決
ま
る
ん
だ
。
左
右
輪
の
荷
亜
が
ほ

ぼ同じになるだろ房フ」。

ラ
リ
ー
→
、
シ
ン
と
は
何
と
デ
リ
ケ
ー
ト
な

も
の
だ
ろ
う
／
・
自
在
に
テ
ー
ル
を
振
り
出

せ
る
の
も
、
荷
耐
に
よ
る
正
確
な
亜
心
位
樅

が
決
ま
る
か
ら
な
の
だ
っ
た
。

デ
ィ
ノ
Ｖ
６
ユ
ニ
ッ
ト
の
炮
曄
は
止
む
と

こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
戦
う
た
め
に
生
を
受
け

た
ス
ト
ラ
ト
ス
は
、
い
ま
社
時
を
思
い
出
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

る ◎
圏の彼方からラリーコースに舞い降りたストラトスは、世界を羅憾させた。
のモンテカルロ、絶壁の際をすり抜けるツール･ド･コルス。サバンナとの対決したサファリ･ラリー。
-マシンは戦う姿こそが至上のものとすれば、猛々しさこそストラトスの真価に違いない。
シス･マシンゆえに短命に終わったアリタリア･ストラトスに対して、
,､フレンチ･ブルーを纏ったシャルドネ･ストラトスは、プライベーターとして参戦を続けた。
するDINOユニット、締め上げられたサスペンション。ストラトスの真価をそこに見る。

7８…Ｄｅｃｌ９９７
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ス
ト
ラ
ト
ス
の
名
誉
を
守
っ
た

ラ
ン
チ
ア
・
ワ
ー
ク
ス
マ
シ
ン
の
走
り
。

「
斤
ま
な
い
で
-
。
．
こ
の
ア
ン
ン
だ
け
は

ｈ

ｌ

ドライブきせ．，りれ心いんだ」とす-ナ

ー
〃
●
、

’
し
』
ノ
／
シ
テ
ー
ロ
氏
は
巾
Ｌ
八
な
き
そ
う

催
．
し
か
し
、
俄
然
Ｌ
、
虻
．
毎
次
し
た
】

９

---川も駁いゞ
｜-・』た》たい-一今私のⅡ

夕
Ｌ
Ｐ
９
日
１

吸
川
』
あ
る
“
・
喚
祁
１
叩
ツ
ー
ル
・
ド
・
コ

レ乳・リ虹ｌのモンテカ叱口・ラリーてり々

Ｉ
』
い
侭
孵
を
門
学
た
『
、
シ
ン
ぶ
り
だ
”
ラ
ン

卜．。》いう上・り、イーぞり｛-・ラリー邪の

・１．．-０ｂＬえるＭ１刃トーラ-ｒスである

、
■
巳

Ｉ

・ハンチーロ氏叩抽？虹ぶり，切卜分に即

訓一Ｌ一コや。”一画言か歩Ｌ

ｊ

Ｇ

、青・叩凶モンテウルｎ．ラリー一錘朧孵を

軌・たいぶ．叩，年ストラ０トズ．ゼワーク

ペ
隈
１
Ａ
か
．
牌
追
い
出
す
こ
Ｌ
』
に
な
る
フ
ｆ

ｂ
Ｄ
〃
一ノ-１１１，１甑-・ハルトだ｝た‘ドライ

ｂ

凸

ｐ

ｂ

Ｆ

ザー爆竹・・臭、ルク・アレンさ附賑に棚

みた叱刷ｖ水．・のアリ亥リ《-・アンン

は榔概．｜陰峨峨啄川〃た苓恥-ラトスの

汽褥・拍川・砂Ｔ宛たのだよ」-

一〃--．、柵評Ｊ・Ｔ、１０-７トスのエンジンは》

Ｆデ
イ
．
，
人
Ｉ
冤
土
ニ
ッ
ト
の
雌
終
、
ハ
ー
ジ

ョ
ン
ー
・
ぎ
た
Ｉ
《
ル
フ
版
脈
紬
比
１
０
．

｜ｊ・１カ．ｙ叩いけ脾を按り出し，雌大

ト
ル
ク
は
川
賄
ｍ
に
冊
子
る
ゐ
２
バ
ル
ブ
土

ン
ジ
ン
に
比
枝
し
て
ト
ル
ク
パ
ン
ド
が
拡
大

さ
れ
．
ラ
リ
ー
《
、
シ
ン
と
し
て
の
職
闘
力
は

併
股
に
山
Ｉ
し
た

Ｌ

Ｉ
エ
〆
ゲ
ゲ
ァ
、
慨
・
Ｉ
Ｉ
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ｆ
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一

三 一 ＝ ＝
一 ｜’

る地北さ感．。●爺～ルド、１の・てれば川．

か
に
兇
な
る
川
波
改
を
含
ん
で
い
る
“
２
縁
生

ル
ブ
版
に
蚊
べ
、
６
斌
耐
川
の
・
ハ
ラ
ン
ス
Ⅱ

帳
を
雌
辿
化
す
る
た
力
俳
孔
唯
″
が
価
申

れ
て
い
る
し
』
い
う
侍
パ
ン
ク
か
ら
の
仙

言
一
う
や
・
Ｉ
ル
ド
の
間
を
メ
櫛
ル
チ
ュ
し

で
辿
帖
し
、
俳
脈
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ス
す
る

と
で
フ
ラ
ッ
ト
左
ト
ル
ク
排
惟
を
從
呪
し

。、‘’二。．Ⅱ、八今

いる。たＩこえ５０ⅢＯｒｐⅢ１，ｈ，１７．

落
ち
て
も
、
ス
ロ
ッ
ト
ル
峡
ド
ラ
イ
バ
ー
一

代
足
に
応
え
て
く
れ
る
の
だ
と
い
う
。

シャルドネ・ストラトスＬ』の迷いは．｜

ン
ジ
ン
断
と
サ
ブ
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
・
セ
ッ
テ
ｊ

ク
て
あ
る
。
モ
ン
ー
ナ
カ
ル
ロ
・
ラ
リ
ー
仏
睦

寺

■ア
リ
タ
リ
ア
・
ス
ト
ラ
ト
ス
は
慨
太
の
ピ
レ
“

Ｐ
７
コ
ル
サ
（
イ
ン
ダ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
）
”

脆
き
、
明
ら
か
に
収
尚
’
。
下
げ
ら
れ
て
い
久

「
い
ま
の
状
態
で
、
ク
典
、
の
敢
心
ば
栂

ク
ヘ
ッ
ド
伽
″
鍋
、
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

か
Ｌ
、
サ
イ
●
ズ
の
太
い
ス
リ
ッ
ク
・
タ
イ
ヤ

脳
い
た
．
吟
砺
心
位
慨
は
胴
叩
も
後
月
に
ズ

るんだ。刈然、サスヘン・ンヨン・セツ

ｆ
ン
グ
１
。
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
ど
。

榔
貯
と
と
も
に
ス
ト
ラ
ト
ス
は
ス
タ
ー

し
た
；
ボ
デ
ィ
の
剛
性
感
．
リ
ジ
ッ
ト
そ

も
の
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
は
、
さ
す
が
雁
職

ラ
リ
ー
ー
、
シ
ン
と
い
え
る
も
の
。
、
ス
ピ
ー

肱
ｔ
が
る
に
つ
れ
、
フ
ラ
ッ
ト
感
が
燗
Ｌ

冤
打
ビ
リ
テ
ィ
が
血
ｋ
す
る
．
〃
、
間
抑

Ｉ
ナ
リ
ン
グ
に
お
け
る
リ
ヤ
の
ブ
レ
ー
ク

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
叩
能
な
範
Ⅲ
内
に
Ｌ
梶
§
雪

「
シ
ョ
ー
ト
・
ホ
ィ
ー
ル
ベ
ー
ス
が
ス
ト
ラ

ブ
ヘ
の
澗
点
な
ん
て
叱
だ
よ
。
前
後
付
爪
の

け″ひＬ」２Ｌ、クル『、の爪心位樅か

じにして川肖た〃川に室ごりんと曲が一

４

尤
雌
な
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
・
土
砂
テ
ｆ
ン
グ

施
せ
ば
、
こ
ん
な
述
極
し
や
す
い
ク
ル
『
、

雁いよ」し』ア・ハンテーロ氏。

モ
ン
テ
カ
ル
ロ
Ⅱ
嫌
の
ク
ロ
ス
５
地
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
併
收
し
た
ア
リ
タ
リ
ア
・
ス
ト
ラ
ト

ス
リ
雌
尚
迎
は
２
０
０
帥
山
。
コ
ー
ス
に
応

じ
た
ギ
ヤ
チ
ョ
イ
ス
が
可
能
で
、
２
ノ
ィ
ナ

ル
ギ
ヤ
の
交
換
は
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン
ト
で
わ

子か-０分の仕邪だ。

Ｗ
Ｒ
Ｃ
の
女
恨
と
し
て
Ⅲ
界
の
ラ
リ
ー
コ

ースを制紺Ｌ宴／リターノ・ストラトス＆

訓
仙
紀
隠
吟
小
齢
、
爽
脹
個
半
仙
紀
を
迎
え 『

次元からの回り。ヨの 回
前にあらわれたアリタリア･ストラトスのエンジンは、どのストラトスとも違う排気音を響かせていた。
のツール･ド･コルスを制し、翌年明けのモンテカルロ.ラリーで栄冠を勝ち取ったワークス中のワークスマシン。
ひとたび去って還らず。サンドロ.ムナー1Iの什室狸『-自体左沖納勿ぽ-耳の底にはイタリアの誇りへの喝采力らず。サンドロ･ムナーリの仕事場に身体を沈めれば、耳の底にはイタリアの誇りへの喝采が蘇ってくる。

ミージヨンの持っていた睡昧さが一切ない。装着するタイヤのサイズが変われば、重心もズレる「精密品」である。
、アリタリア･ストラトスは戦いの血をたぎらせ、まつしぐらに突き進むウエポンと化す。
､ま名門ワークス･マシンのドアを開ける。それは異次元の世界への扉でもあった。
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